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1.緒言 

２１世紀の産業社会では創造性が最重要テーマのひとつとなっている。ビジネスの世界

ではデザインがイノベーションをマネージメントする技術だと非常に注目されつつある。

そして、技術とデザインの有機的な連関も強まってきている。こういった背景の中、都立

工業高専生産システム工学科でも３次元 CAD から RP（ラピッドプロトタイピング）を行え

る設備を備え、創造性を育てる成長に力を注力している。この教育環境の下、私は独自に

デザイン研究会を発足させ仲間達とデザイン活動を試行してきた。その活動のテーマとし

て「社会問題解決のためのデザイン」を掲げている。現在、世界中では大気汚染、森林伐

採、資源枯渇、貧困等、社会的課題が多く存在し、それにより人間の健康は著しく侵され

始めている。私の研究はこれらの問題がデザイン/技術を用いることで解決できるのかを模

索するものであった。本論文では、このテーマに至った経緯、その過程で学んだこと、活

動、この成果を述べる。そして、最後にこれら活動の最終的な成果として創った作品を紹

介する。 

 

2.研究・活動までの経緯 

私は現在、工学に関して５年間の一貫教育を行っている都立工業高専に在学している。

その中で生産システム工学を専攻し、工学の基礎的理論そして高度な理論を学ぶと共にも

のづくりの出発点である工作実習から先端技術を使った研究を行ってきた。しかし、二年

生の頃工学への関心を失い高専を辞めようかと考えた時期がある。その頃、世界の生活様

式や様々な文化、社会問題等に興味を持ち関連する図書を乱読しており、その分野である

文化人類学を学べる大学への進学を考えたりもした。そこで、本高専のフランス政治文化

論を研究する教授の研究室を訪ね相談した所、「文化人類学的視点から工学を見直すこと

こそ大事である」とアドバイスを頂き、物事の分析・吸収するためには直接実感すること

の大切さや文化の多様性について教わることができた。その中で私は工学と文化人類学的

分野の統合、つまり社会や人間の持つ問題・欲求を文化人類学的な見方で抽出し優れたも

のづくりを行うことがいかに大事か気付き、工学/技術を学ぶ目的を見出すことができた。 

同じ時期に、ある学外の研究会でデザイナーの話を伺う機会があった。そこでデザイン

の本質に触れ、その可能性に強い興味を抱くことになる。デザインという行為は技術や社



会科学等の包括的知識を用いて問題解決を行う実践的手法だと知り、いままで考えていた

工学/技術と文化人類学的手法から見たものづくりとの結びつきを知るに至ったのである。 

この考えを実践するための方法を模索する過程で、私のこれからの方向性を決定付けた

とも言える本に出会うことになる。それはＶ・パパネック、Ｂ・フラーの著作で、彼は現

在の消費欲を煽る内実の欠けた利益追求本位のデザインを批判し、今日の世界に山積する

問題を解決するためにデザインが果たさなければならないことを指摘し、社会の抱える問

題（貧しい人々や障害者、高齢者等）の為に実践したデザインの記録を詳述している。彼

に私は強い影響を受け、社会的問題の解決を目指すこととなった。 

 

3.研究・活動の内容 

社会問題解決のためのデザインを実践するために自らデザイン研究会を設立し、工学/技

術と文化人類学的手法から成るデザイン活動を試行してきた。 

この活動として、公共物や公共施設のデザインが先端的であるヨーロッパのフィールド

ワークを行った。公共物やまちづくりといった社会と結びついたデザインとその社会シス

テム等、異文化観察を目的としたフィールドワーク旅行である。ここでは４週間で、イギ

リス、フランス、ドイツ、イタリア、オーストリアからハンガリー、ブルガリアを巡り、

消費型のデザインではない社会性の強いデザインを知るに至った。特に、貧しさと社会主

義の名残が見られる社会と、その中で素朴で温かみのある民具に親しんでいるブルガリア

での経験は私のデザインに対する考え方をより一層高めてくれた。その他の活動では、世

田谷区のこれからのまちづくりに関わるユニバーサルデザイン推進計画への提案を行うた

めに世田谷区職員やＮＰＯ職員、障害者、区民の方々と共に調査を行い、実際の体験に基

づく調査結果から課題解決のための具体策を討議し、推進計画への提案をまとめた。他に、

電車を快適するためのデザインを探るための実地調査としてフィールドワークを行ったり、

街中のフィールドワークを実施し不便な物や使いにくい物を写真資料として収め考察して

いる。その後、それらの問題を解決するための物をデザインする。この時に私が学んでい

る工学知識と技術が非常に役に立つ。そして、三次元CADとRPを用いることでプロトタイプ

を制作することが可能になり、そのプロトタイプの評価・検討を簡単に実施できるのであ

る。 

また、研究として新製品開発のためのデジタルモデリングと光造形法・粉末固化法とい

った RP（ラピッドプロトタイピング）技術の適応に関する卒業研究を行った。この研究か

ら学んだのが、最先端生産技術の可能性である。デザインしたモノを短時間で安価に具現

化することが可能になると同時に、変種変量生産という新たな生産方法を容易に行うこと

が可能になる。これを利用すれば各世界に山積する諸問題の解決に適したモノを素早くデ

ザインし適当な数生産することができ、少ない労力で多くの社会的課題に対応した製品を

生産できるのである。このように社会科学やデザインを自主的に学んだことから、工学を

どう社会に生かすことが可能かを考え積極的に勉強することができ、工学の可能性と必要



性を十分認識することができた。 

 

4.研究・活動の成果 

これまでに説明した研究・活動から代表的な成果について簡単に紹介をする。 

大気汚染やシックハウス症候群等の空気に関する問題が深刻化する社会で、空気の状態を

知るすべを持たない人々、例えば汚れた空気が健康に大きな影響をもたらす子供や喘息等

の患者のために空気の状態を視覚化するプロダクト「Air scale」は、世界最大の芸術・デ

ザイン・メディア大学の連合組織 Cumulus （International Association of Universities 

and Colleges of Art, Design and Media）主催、文部科学省や経済産業省等数多くの公共

機関と企業の協賛・後援の下開催された国際学生デザインコンペティションにおいてグラ

ンプリを受賞することができた。また、レシート等で使われる感熱紙を用いることで爪や

木の枝、手持ちの鍵等、どんなものでも書くことができるペンがいらないメモ帳「感熱紙

のメモパッド」も同コンペティションで入選している。他にも、水を使わずオゾンによっ

てキレイにするシャワー「Air Shower」は DYSON DESIGN AWARD 2007 において優秀作品と

して選考され、東京・青山スパイラルでの展覧会に出展することとなった。そして、空中

を浮遊する空気清浄機というコンセプトからデザインした「Swim cleaner」は産業技術大

学院大学が主催するデザインコンテストにおいて最優秀賞を受賞することができた。 

 

5.作品の紹介 

 工学/科学技術を創造的に活用する研究・活動する中で制作してきた代表的な作品を紹介

する。作品のコンペティションに提出したパネルの図、モデルの画像は最後にまとめた。 

 

・「Air scale」 （別紙 1・2枚目） 

 深刻化する大気汚染。工場や自動車が排出する大気汚染物質、森林伐採。地球規模での

大気汚染が進む中で、人間は環境に対して大きな関心をよせはじめている。しかし、私達

は自分の身の回りの空気の状態を知る手段はないのが現状である。これは、空気の汚れが

健康に強く影響を与える喘息患者や赤ん坊、子供にとって重要な問題となっている。この

問題解決のために、空気の状態を目で見られる製品をデザインした。この Air scale は空

気の状態を色で表すので、きれいな空間を選ぶことができると共に、清潔な空気を作り出

す動機付けにもなるものである。この製品は、体重計、速度計、時計等の製品を観察した

ことでデザインできた。体重、速度、時間という概念を人間は本来感覚で捉えていたが、

それを目に見える形にすることで意識を強め制限や規制を始めたことがわかったからだ。

つまり、空気を視覚化する製品を作ることで人々の健康を守るための道具なだけでなく大

気汚染等に対する制限や規制への意識が高まる可能性を秘めているものである。 

 

・「Air Shower」 （別紙 3枚目） 



生活者の 84％が普段からニオイを意識しているという統計が出ている。（小林製薬株式

会社調べ「ニオイの嗜好に関する調査」より）また、高齢者や要介護者、入院患者にとっ

て入浴は非常に負担が大きいものであることがわかった。このデザイン中に私自身が入院

を経験したことからも、それを体験することができた。そういった問題を解決するために

デザインしたのが水を使わずオゾンによってキレイにするシャワーである。高齢者や病人

等、握力の弱い人にも持ちやすいようにグリップは手に沿った形をしており、誰もが気楽

に使えるように複雑なインターフェイスを取り除き、スイッチを一つにした。これも、本

校設備の RP（ラピッドプロトタイピング）を活用して、幾度もプロトタイプを制作し修正

を繰り返していった。この製品は、高齢者や入院患者だけでなく一般家庭や飲食店でも衣

服や食器に吹きかけることで消臭殺菌の効果があるなど、様々な用途が考えられる。 

 

・「Swim cleaner」 （別紙 4枚目） 

 オフィスや商業施設等の公共の場では、清潔な空気が求められ、そのための効率的な空

気清浄システムが必要とされている。そこで、空中を浮遊しながら空気を浄化する全く新

しい空気清浄機のデザインを行った。これは空気清浄機を内蔵した小型飛行船になってお

り、それ自体が移動するため効率的に空気を浄化する。ビルやホテルといった人の出入り

が頻繁な施設の室内空間を浮遊しながら空気を浄化するので、訪れる人にきれいな空気環

境を保っているという印象を与えることができ、その施設や企業のイメージアップにも繋

がるものである。また、クジラやイルカをモチーフとしデザインしたので、目で見た人々

を楽しませることもできる。 

 

以上、代表的な作品を 3 つ簡単に紹介した。これらの作品どれもが、文化人類学的手法

の調査や現存製品の調査、また科学技術の調査から思考を深めてデザインしたものである。

そして、三次元 CAD や RP（ラピッドプロトタイピング）を用いてプロトタイプを制作し評

価・検討、修正を繰り返し品質を向上させた。 

 

6.将来の目標 

 現在、地球上で経済ピラミッドの底辺に生活する貧しい人々は４０億人にも上り、一日

２ドルにも満たない額で暮らしており、日常生活には貧困に伴う問題が山積している。そ

の例をあげるとすれば、水問題、識字率問題や感染症等があり、これらは人間の生命や生

活環境をおびやかすものである。私は、これらの問題を解決するために社会問題解決のた

めのデザインを主軸とした活動/研究を実践していこうと決意している。技術とデザインは、

これまで以上に人間・生活・社会に積極的にコミットメントし、その関連の中で新たな問

題解決策を創造していく必要がある。現在の具体的な目標は、世界中の貧困層に蔓延する

問題を解決するための革新的なプロダクトを創り、それを普及させることであり、私はそ

のために研究と活動を続けていこうと思う。 
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